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内容の要旨及び審査の結果の要旨
暗所閾値電位（以下STR）は杵体系応答の他覚的指標であり，暗所視機能障害を有する疾患の病
態解明に有用である．しかしSTRの記録前に長時間の充分な暗順応を要するため，特にヒトでの
STRの記録は困難であった．ネコで明順応後の暗順応経過中の比較的早期に陰性波が観察され，
この陰性波がSTRであることを当教室の北が証明した．ヒトにおいても明順応後の暗順応経過中
に陰性波が観察され，これがSTRであることが証明されれば，STRの記録前の充分な暗順応を施
行せずに短時間でヒトのSTRの記録が可能となり，STRの臨床応用がはるかに容易になる．そこ
でヒトにおいてこの陰性波がSTRであるか否かを検討した．Ｇ0分間の暗順応後では，-5.8logの
刺激光強度でSTRが出現し，－４１logで暗所視系ｂ（以下bs）波が出現した．５分間の明順応後に
暗順応を開始し，一定の刺激光強度（-3.9log）でERGを記録した６暗順応開始後１０分程で陰性
波が出現し始め，この陰性波はSTRに酷似していた．次に5分間の明順応を行い，暗１１頂応開始１０
分後から刺激光強度を変化させて記録すると，－４４logで陰性波が出現し，－３４logでbs波が現れ，
この陰性波はSTRに酷似していた．この陰性波が杵体系応答か否かを次のように検討した．充分
な暗順応後に青色および赤色刺激光によるSTRを記録した．同様に青色および赤色刺激光を用い
て，明順応後の暗11項応経過中に陰性波を記録した．こうして得られたSTRの青色および赤色刺激
光に対する閾値の対数の差と明順応後の暗順応経過中に記録される陰性波の青色および赤色刺激
光に対する閾値の対数の差は基準電位５，Ｇ，７，Ｓおよびg“Ｖにおいてほぼ一致していた．ＳＴＲ
は杵体系応答であるので，明順応後の暗順応経過中に記録される陰性波も杵体系応答である．従
って，ヒトにおいて明順応後の暗順応経過中の比較的早期に記録される陰性波はSTRであること
が判明した．以上本研究で確立したSTRの記録方法を利用することでヒトSTRの記録時間を大幅
に短縮でき，STRの臨床応用を飛躍的に容易にした点で，本研究は学位に値すると評価された．
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